
様式２ 

日進市障害者自立支援協議会 専門部会実施報告書 

報 告 者 宮川みどり 市確認欄  

専門部会名 第 1 回  就労部会 

日   時 令和 7 年 5 月 9 日（金） 14 時 30 分～15 時 55 分 

会   場 日進市障害者福祉センター 大会議室 

出 席 者 
部会員 12 名 市職員 1 名 事務局 5 名 

※出席者名簿は、別添のとおり 

傍 聴 者 有り・ なし 

次第 

① 部会員自己紹介 

② 今年度の部会の進め方について 

③ 全体会の報告 

④ 年間スケジュールについて 

⑤ 障害者就労施設商品・作業カタログについて 

⑥ 令和７年度学校卒業後の進路を考えるための障害福祉サービス説明会に

ついて 

⑦ 本日のまとめ、次回の検討課題について 

報告・検討 

の内容 

① 部会員自己紹介 

・令和 7 年度 部会長、副部会長、部会員、事務局が順に自己紹介。 

 →リタリコ藤が丘眞田さんが、次回から関谷さんに交代。 

② 今年度の部会の進め方について（日岡） 

・４つの部会が抱える課題の共有と、議論の前進の第 1 歩とすべく、全体

会を発足させ、第 1 回目を令和 7 年 4 月 22 日に開催したことを報告。専

門部会については、各部会で協議すべき内容に応じて回数を決定したこ

とを報告。 

・就労部会の協議内容と回数 

① 就労を見据えた学齢期からの支援  

② 就労施設商品作業カタログの修正  

③ 学校卒業後の進路を考えるための障害福祉サービス説明会 

以上を含めた合計４回で協議していくこと報告。 

・部会の回数が減ったことにより、開催日までの間が空くため、その間に

協議すべき点ができた場合には、電子連絡帳ヘルピーネットやメールを

活用して、皆様のご意見を伺っていきたいことを説明。 

・未登録の事業者への登録を促進し、将来的にヘルピーを利用して、支援

対象者の情報共有ができるようになることを目標にしていきたいことを

説明。（渥美） 

③ 全体会の報告（宮川） 

・各部会の部会長・副部会長と、事務局が集まり実施。就労部会は就労支

援施設のカタログの修正に取り組んでいることと、学齢期からの早期支



援の重要性、幼少期からの日常生活やコミュニケーションスキルの向上

を目指していく必要を感じていることを伝えた。またそのためには子ど

も部会との協働が必要と考えていると話したところ、子ども部会でも福

祉と学校、家庭の連携の重要性を感じていると話があったことを報告。 

その後行われた意見交換で、意思決定支援や強度行動障害への支援、幼

少期からの家族支援等、部会での課題はところどころつながっているこ

とが確認できた。各部会に持ちかえり、今年度の部会の取り組みに取り

入れていくこととなったことを報告。 

④ 年間スケジュールについて（水谷） 

  全体会の報告を受け、年間スケジュールの予定を説明。 

  第 2 回：令和 7 年 6 月 4 日（水）10:00～12:00 

「障害がある（と思われる）お子さんの保護者向け学校卒業後の

進路を考えるための障害福祉サービス説明会」実施 

第 3 回；令和 7 年 8 月 8 日（金）14:30～16:00 

① 障害者就労施設商品・作業カタログの発表 

② 説明会の振り返り及び来年度の説明会についての協議 

→道の駅 マチテラス日進のオープン日のため 

８月１日（金）14:30～16:00 に変更。 

第 4 回：10 月の部会は、就労部会が 10 日、子ども部会は 15 日に部会が開

催予定となっている。10 月を一緒に開催し、協議の場とできない

かと思っていることを提案。 

→部会員の同意が得られたため、事務局から子ども部会の事務局

に伝え、6 月 18 日の子ども部会で協議していただけるよう依頼

する。 

＜出された意見＞ 

・昔は中学生や高校生になったぐらいから就労に向けて取り組めばいい

   と言われてきた。今は小さい頃から就労という目標を意識していかな 

     いと、就労に結びつくことが難しいと感じている。 

・Ｂ型事業所を見学して、紙の折り方から教えてもらっている姿を見て

衝撃を受けた。積み重ねが大切であることを伝えていきたい。 

・子ども時代を支援する事業所が、意識していく必要もある。その部分

の繋りについて、10 月の部会でどう考えるかをしっかり検討したい。

こちらとしてはこう考えていますが、子ども部会としてはどう考えて

いるのか、どのようなスキルが必要なのかを話し合う機会になるとよ

い。 

・ブレインストーミングができないか、大人数だと話し辛いが少人数で

のグループになることで、意見を出しやすくできるのではないか。 

・会社訪問をした際「積極的に障害者雇用について考えられない。」 と

言われたことがある。会社への働き掛けも必要。 

・身につけておくべきことについて、お母さんたちに直接お話しできる

機会があるといいのではないかと感じ、今回就労説明会の中で、10 分

と短いが副部会長が所属している就労移行支援事業所パッソ日進か

ら、お話をしていただくことになった。 

・子ども部会が考える地域課題と、就労部会が考える地域課題を照らし

合わせ、話し合う機会になると良いのではないか。 

⑤ 障害者就労施設商品・作業カタログについて（草野） 

・A3 を 2 つ折りで作成を予定。5 月半ばには部会員で内容を確認できる



見込み。6 月中に完成予定。 

・商品や作業の値段や QR コード等、記載内容を統一するか確認を実施。 

 →掲載内容は事業所の希望に沿うことに。 

⑥ 令和７年度学校卒業後の進路を考えるための障害福祉サービス説明会に

ついて（中村） 

タイムスケジュール、タイムテーブル、設営図、チラシを用いて当日の

進行について説明を実施 

→前日の準備参加者を募ったところ、部会長、副部会長、岡田、竹内、

中屋、村野、中田、市役所、事務局の計 14 人で実施できることとなっ

た。 

→後日、発表者の打ち合わせを実施予定。 

⑦ 本日のまとめ、次回の検討課題について（水谷） 

・子ども部会と 10 月に共同開催できるか事務局が調整し、ヘルピーとメ

ールで情報共有を行う。 

・第 2 回就労部会「障害がある（と思われる）お子さんの保護者向け学

校卒業後の進路を考えるための障害福祉サービス説明会」終了後、へ

ルピーとメールで第 3 回部会に向けて、説明会の振り返りと来年度の

説明会に向けて意見を募るので、ご協力をお願いする。 

提出書類 別添の通り 

次回開催日時 令和 7 年 6 月 4 日（水） 

次回会場 日進市民会館 小ホール・展示ホール 

 



日進市障害者自立支援協議会 専門部会出席者名簿 

専門部会名 第 1 回 就労部会 

 令和 7 年 5 月 9 日（金） 14 時 30 分 ～15 時 55 分 

会   場 日進市障害者福祉センター 大会議室 

 

専門部会員 

① 中屋 優  ② 岩井 知子 

③ 小山 喜久 ④ 中田 義雄 

⑤ 水谷 公哉  ⑥ 眞田 苑子 

⑦ 吉川 正洋 ⑧ 鈴木 英雄 

⑨ 岡田 倫和 ⑩ 村野 政章 

⑪ 菅原 淳（欠席） ⑫ 草野 圭一 

⑬ 竹内 由美子  

 

（市職員） 

① 吉ノ元 菜乃   

 

（事務局） 

① 渥美 則親 ② 八木 柚月(欠席) 

③ 宇佐美 香津美 ④ 日岡 由季枝 

⑤ 宮川 みどり ⑥ 中村 美智子 

 


